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宮之城高等技術専門校
建築工学科　２年

宮園　庸寛 さん

技 擬

欺 犠ＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲＲ

ＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳＳ

Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ
Ｒ

Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

　
世
の
中
に
は
た
く
さ
ん

の
仕
事
が
存
在
す
る
が
、

一
番
か
っ
こ
い
い
と
思
う

職
業
は
「
大
工
」
だ
。
幼

い
こ
ろ
か
ら
大
工
で
あ
る

父
に
憧
れ
、
自
分
の
背
丈

よ
り
も
は
る
か
に
大
き
い

も
の
を
組
み
上
げ
る
背
中

を
見
て
き
た
。
高
校
卒
業

後
は
、
迷
わ
ず
父
の
母
校

で
あ
る
宮
之
城
高
等
技
術

専
門
校
に
入
校
し
、
職
人

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
座
学
で
は
建
築
の
イ
ロ

ハ
を
、
実
習
で
は
か
ん
な
・

の
み
の
研
ぎ
を
は
じ
め
、

継
手
や
小
屋
組
み
の
墨
付

け
・
手
刻
み
加
工
等
を
習

得
す
る
た
め
、
仲
間
と
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
毎
日

懸
命
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
伝
統
・
在
来
工
法
を
学

ぶ
と
、
先
人
の
技
術
に
は

驚
く
ば
か
り
。
吟
味
し
た

木
材
を
適
材
適
所
に
使
い
、

役
割
に
応
じ
た
継
ぎ
手
や

仕
口
を
、
手
間
・
苦
労
を

惜
し
ま
ず
作
り
上
げ
て
い

く
工
程
に
、
熱
い
想
い
を

感
じ
る
。

　
家
づ
く
り
が
多
様
化
し

た
現
代
で
、
住
み
手
の
さ

ま
ざ
ま
な
要
求
に
応
え
ら

れ
る
の
が
、
「
令
和
の
大

工
」
だ
と
思
う
。
プ
レ

カ
ッ
ト
な
ど
が
主
流
も
、

格
式
高
い
和
風
住
宅
や
無

垢
の
木
材
を
使
っ
た
住
宅

で
は
、
今
も
職
人
の
腕
が

頼
り
だ
。
伝
統
の
技
と
知

恵
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
新

時
代
の
技
術
に
対
応
で
き

る
凄
腕
職
人
を
目
指
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
腕
を
磨
い
て

い
く
。

　
今
春
、
弟
が
同
校
へ
入

校
し
た
。
と
も
に
寮
生
活

を
送
り
、
訓
練
に
励
ん
で

い
る
が
、
兄
と
し
て
負
け

ら
れ
な
い
。
来
春
は
、
先

に
大
工
と
し
て
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
つ
。
不
安
と

期
待
で
い
っ
ぱ
い
だ
が
、

学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
試
練

を
乗
り
越
え
、
父
の
よ
う

な
立
派
な
大
工
に
な
っ
て

み
せ
る
。
そ
し
て
、
将
来

は
鹿
児
島
の
家
づ
く
り
を

担
う
腕
利
き
の
大
工
一
家

に
な
り
た
い
。
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壁
装
（
表
装
）
の
２
０
１

９
年
度
前
期
技
能
検
定
が
、

鹿
児
島
市
の
鹿
児
島
高
等
技

術
専
門
校
で
行
わ
れ
た
＝
写

真
＝
。
１
級

人
、
２
級
８

人
の
日
々
、
磨
き
続
け
て
き

た
技
が
光
っ
た
。

　
課
題
は
、
一
部
に
横
板
の

あ
る
壁
張
り
下
地
に
布
壁
紙
、

ビ
ニ
ル
壁
紙
、
紙
壁
紙
を
張

る
と
い
う
も
の
。
１
級
は
４

時
間
、
２
級
は
３
時
間

分

の
制
限
時
間
内
で
、
各
自
が

丁
寧
な
作
業
を
心
掛
け
、
合

格
を
目
指
し
た
。

　
同
日
は
、
県
表
具
内
装
組

合
連
合
会
が
検
定
員
を
務
め

審
査
。
受
検
者
に
細
か
い
動

き
に
も
目
を
光
ら
せ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
畳
製
作
の
２
０
１
９
年
度

前
期
技
能
検
定
が
、
鹿
児
島

市
の
鹿
児
島
高
等
技
術
専
門

校
で
実
施
さ
れ
た
＝
写
真
＝
。

１
級
６
人
、
２
級
１
人
が
受

検
し
、
卓
越
し
た
技
で
課
題

に
挑
ん
だ
。

　
同
日
は
、
１
級
が
手
縫
い

に
よ
る
へ
り
付
き
板
入
れ
畳

を
製
作
。
２
級
は
、
へ
り
付

き
素
が
ま
ち
畳
を
作
り
上
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
ご
ざ
の
製
作
・
取

付
や
薄
べ
り
の
作
成
な
ど
ま

で
行
っ
た
。

　
受
検
者
ら
は
、
日
々
磨
き

上
げ
た
腕
で
奮
闘
。
な
お
、

審
査
は
県
畳
工
業
組
合
（
大

江
孝
之
理
事
長
）
の
検
定
員

が
務
め
た
。

　
喜
界
町
主
催
の
合
同
企
業

説
明
会
が
こ
の
ほ
ど
、
同
町

の
喜
界
高
校
で
あ
っ
た
＝
写

真
＝
。
町
に
お
け
る
産
業
へ

の
理
解
を
深
め
、
町
内
企
業

へ
の
就
業
促
進
お
よ
び
就
職

を
後
押
し
し
よ
う
と
初
め
て

開
催
し
た
も
の
。

　
参
加
し
た
同
校
１
、
２
年

生

人
（
男
子

人
、
女
子


人
）
は
各
企
業
ブ
ー
ス
を

回
り
、
仕
事
内
容
や

必
要
な
資
格
や
ス
キ

ル
、
求
め
る
人
材
等

の
説
明
を
受
け
た
ほ

か
、
積
極
的
に
質
問

し
て
い
た
。

　
説
明
会
に
は
町
内


企
業
が
参
加
。
建

設
業
と
し
て
唯
一
参

加
し
た
峰
山
建
設

（
峰
山
奥
恵
喜
社
長
）

は
、
土
木
・
建
築
等
の

業
務
内
容
を
中
心
に

地
域
貢
献
活
動
や
安

全
活
動
、
国
内
外
研

修
、
必
要
な
資
格
な

ど
を
説
明
し
た
。
高
校
生
か

ら
は
「
工
事
施
工
中
の
問
題

点
や
危
険
個
所
は
」
「
構
造

物
や
機
械
、
設
備
の
金
額
は
」

な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
た
ほ

か
、
就
業
規
則
や
就
業
時
間

に
関
す
る
問
い
も
あ
っ
た
。

　
峰
山
社
長
は
「
喜
界
島
は

一
周
約

㎞
の
小
さ
な
島
で
、

災
害
時
の
際
に
自
衛
隊
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
の
が
建
設

業
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
と
も

に
島
を
守
る
誇
り
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
で
若
手
を
呼
び

込
み
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
企

業
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
鹿
児
島
労
働
局
は
、
来
年

３
月
に
卒
業
を
予
定
し
て
い

る
高
校
生
の
県
内
産
業
別

求
人
受
理
状
況
（
７
月
末
現

在
）
を
ま
と
め
た
。
建
設
業

は
、
前
年
同
月
比
６
％
（


人
）
増
の
８
５
４
人
と
な
っ

た
。

　
求
人
数
を
産
業
別
に
み
る

と
、
製
造
業
が
最
多
の
１
２

６
７
人
と
な
っ
た
が
、
前
年

同
月
比
で
は

人
の
減
。
こ

れ
に
建
設
業
が
続
き
、
卸
売
・

小
売
業
８
２
６
人
（
前
年
同

月
比

人
減
）
娃
な
ど
。

　
全
体
の
求
人
数
は
５
５
３

６
人
（
前
年
比
同
）
で
、
求

職
者
数
は
４
１
３
８
人
（
同


人
減
）
。
求
人
倍
率
は
１
・


倍
（
同
０
・

ポ
イ
ン
ト

増
）
と
な
り
、
平
成
以
降
で

最
高
値
を
記
録
し
た
。

　
学
校
か
ら
企
業
に
対
す
る

生
徒
の
応
募
書
類
の
提
出

開
始
日
は
５
日
。
採
用
内
定

は

日
か
ら
始
ま
る
。
同
局

で
は
「
一
人
で
も
多
く
の
生

徒
が
希
望
通
り
に
就
職
で

き
る
よ
う
、
連
携
し
な
が
ら

支
援
し
て
い
く
」
と
し
て
い

る
。

　
電
気
工
事
の
全
九
州
技
能

競
技
県
大
会
に
向
け
て
川
薩

電
気
工
事
工
業
協
同
組
合

（
福
重
安
治
理
事
長
）
か
ら

出
場
す
る
２
人
が
、
薩
摩
川

内
市
の
組
合
事
務
所
で
配
線

工
事
の
課
題
に
励
ん
で
い
る
。

業
務
終
了
後
、
同
組
合
の
湯

田
政
志
技
術
部
長
を
中
心
に

役
員
ら
が
２
週
間
に
一
度
、

計
６
日
間
の
日
程
で
指
導
。

組
合
一
丸
と
な
っ
て
、
技
能

者
の
育
成
等
に
力
を
注
い
で

い
る
。

　
大
会
に
は
県
内
各
地
区
か

ら
出
場
し
、
１
５
０
分
の
時

間
内
で
配
線
図
に
基
づ
き
、

安
全
で
正
確
な
施
工
を
競
い

合
う
。
川
薩
地
区
か
ら
は
小

辻
祐
輔
さ
ん
（
福
重
電
工
）

と
鶴
屋
洋
さ
ん
（
鶴
屋
電
気
）

が
挑
戦
す
る
。

　
練
習
で
は
、
指
導
員
が
塩

ビ
管
の
加
工
法
や
電
線
管
曲

げ
の
手
順
な
ど
を
指
導
。
課

題
完
成
後
の
検
査
で
、
見
栄

え
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

　
小
辻
さ
ん
は
、
高
校
卒
業

後
に
電
気
業
に
入
職
し
、
大

阪
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
８
年

の
実
績
を
持
つ

歳
。
「
人

よ
り
練
習
を
重
ね
、
若
さ
で

勝
負
し
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
る
。

　
鶴
屋
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で

木
造
住
宅
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、

年
の
経
験
を
有
す

る

歳
。
「
苦
手
の
配
管
を

見
栄
え
よ
く
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
た
い
」
と
奮
起
す

る
。
　

　
湯
田
技
術
部
長
は
「
正
確

で
安
全
な
作
業
技
術
を
身
に

付
け
、
今
後
の
工
事
に
生
か

せ
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
」
と
激
励

の
言
葉
を
寄
せ
た
。

　
県
大
会
は

月

５
日
、
鹿
児
島
市

の
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
鹿
児
島
で
行

わ
れ
、
上
位
２
人
は
宮
崎
県

で

月

、

日
に
行
わ
れ

る
全
九
州
大
会
に
出
場
で
き

る
。

課
題
に
取
り
組
む
県
大
会
出
場
者
＝
薩
摩
川
内
市
の
組

合
事
務
所
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